
朝日大学は、国際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして、人類普遍の人間的知性に富む人聞の育成をめざします。
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ASAHI University News Letter 

2017年4月保健医療学部健康スポーツ科学科を開設予定(設置認可申詰中)

r2017年度入学者選抜方法」が決定しました。朝日大学では、これからも教育・研究・医療

の質の向上をめざし教職員全員がステークホルダーである高校生や保護者、あるいは地域社

会の方々から「信頼される大学づくり」に逼進してまいります。

や朝日太学
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HOT TOPICS 

2017年度
朝日大学入学試験概要が決まる
4学部を設置する12017年度朝日大学入学者選抜試験」では、

引き続き各学部の入試制度改革がなされ、「選ばれる大学、魅力

ある大学」づくりがより一層進むこととなります。

歯学部では、安心して学べる学費(在学生も適用)の新体系

が、保健医療学部では、「看護学科特別奨学金制度」、「看護

師奨学金制度jがそれぞれ整えられ、「歯科医師」ゃ「看護師J
という夢をかなえるための教育システムや独自の奨学支援制度、

学資借入支援奨学金制度も整備され、真の知識と技術、そして

やさしい心を持つ歯科医師と看護師の養成がより一層進むこと

となります。

法学部と経営学部では、「学業奨励奨学金」、「スポーツ奨励

奨学金」、「会計コース特別奨学金」、「修学支援奨学金」ゃ「北

海道・沖縄特別奨学金」などの充実した支援制度を継続実施す

ることにより、今日のきぴしい経済情勢下においても、だれもが同じ

スタ」トラインに立てるよう対応するとととしました。

法学部(法学科)・経営学部〔経営学科)

募集人員
入試区分

法学郡法学科 経営学留経営学科

指定校 12名 10名

一般 I期

推薦 一般 E期
25名 30名

スポーツ(A日程)

スポーツ(B日程)

A 。 12名 10名

A日程

I期 日日程

仁日程
一 般 21名 35名

センタープラス方式

E期

E 期

大学入鼠
I期

センター鼠験 E期 10名 15名
利用

E 期

※経営学部ビジネス企画学科は募集を停止

-・~，司・~計四国圃圃・(:"i冨量辛伊・ー・E目団慢で主主，i・-

8月7日(日)・28日(日)・9月4日(日)・25日(日)10:30-15:∞ 
各学部の内容がよく分かるプログラムです。

試験日

11月6日(日)

11月6日(日)

12月3日(士)

11月6目(目)

11月7日(月)

10月~3月まで毎月1回

1月25日(水)

1月26日(木)

1月27日(金)
センタープラス方式
独自の託験1<1:課さない

2月21日(火)

3月23日(木)

本学独自の
個別試験は課さない

・学部脱明・模擬授業・入試・奨学金脱明・個別相談・実習体験 ・在校生との交流

-li彊E岳遭F-ii・-
7月28日(木)・8月25日(木)10:∞-15:∞ 
模擬講義と実習体験で歯学部生の1日を体験
できます。

9月10日(土)13:30-16:∞ 
A0・推薦入試の直前対策講座を実施します。

お問い合わせ/朝日大学入試広報室

フリーダイヤル0120-058-327 E引祖ilnyuus随ali国.部品i叫配.jp

歯学部(歯学科)

入試区分 募集人員 E式験日

I期 (2次選考)10月B目(土)
10名
(2次選考)3月23日(木)

11月6日(日)

推薦 |一般I期 |30名 | 11月6日(日)

12月3目(土)

1月25日(水)

1月26日(木)

78名 |
1月27日(金)

一 般 センタプラス方式
独自の武験1<1:課さ芯い

2月21日(火)

3月23日(木)

オ目ヲ<ロ hレ可

本学

E 期
試験

保健医療学部(看護学科)

入試区分 募集人員 試験日

指定校 11月6日(目)

推薦 一般I期 30名 11月6日(日)

一般E期 12月3日(土)

A日程 1月25日(水)
ト一一一一一

I期 B日程 1月26日(木)
ト一一一一一

C日程 1月27日(金)
一 般 45名

狙セ自ンのタ試ー験プはラ課スさ方芯式いセン告ープラス方式

E期 2月21日(火)

E 期 3月23日(木)

大学入試 I期
本学独自の

センター試験 E期 5名
個別試験は課さない

利用
E 期



ASAHI University News Letter 

2017年4月「健康スポーツ科学科」開設予定(設置認可申請中)
朝日大学では、2017年4月「保健医療学部健康スポーツ科学科

(設置認可申請中)J開設に向け、文部科学省に設置認可申請を

行いました。学科の概要は次のとおりとなっており、詳細につきまし

では随時ホームページ(受験生サイト)などでお知らせします。

学鶴学科名称・取得学位・入学定員 保健医療学部健康スポーツ科学科、学士(健康スポーツ学)、120名

教育の目的

学科の特色

餐成する人材

健康科学・スポーツ科学の専門知識および基本的なスポーツ実践技能と指導技術

を修得し、さらに社会人としての豊かな学識と社会的技量を身に付けるととで、高

い倫理観と豊かな人間性・国際性を備えた社会に貢献できる人材を育成します。

.2つのコース(健康科学コース、スポーツ科学コース)と身につける4つの力。

オールラウンドなスポーツ実践能力、ライフステージ1こ応じたスポーツ指導能
力、健康やスポーツを科学的視点から捉える恩考能力、スポーツにおける企画

及び管理・運営能力

-中学校・高等学校の保健体宵教員

・ライフステージに応じた指導のできる人材(競技スポーツ指導者、自治体等の

生涯スポーツ指導者、自治体等の健康関連施設職員など)

ー一一-I'l'.~宮町剛拘@

。朝日大学
httpJハ州w.日hi-uac.jpl

-地域スポーツを支える人材(地域総合型スポーツクラブのクラブマネージャー) 新学科客員教員 室伏由佳氏

「歯科医師」という夢をかなえるための教育システムと独自

の学費体系奨学融資制度。

真の知識と技術、そしてやさしい心を持つ「看護師」の養成

を行う保健医療学部。

法学部・経営学部では、今日のきびしい経済情勢の中にお

いても「だれもが同じスタートラインに立てるよう」充実した奨学

歯学部

奨学融資制度

学資借入支援奨学金制度

短期海外研修制度

診療費補助制度

生涯研修事業(CE)

保健医療学部

看護学科特別奨学金制度

看護師奨学金制度

短期海外研修制度

奨学融資制度

学資借入支援奨学金制度

診療費補助制度

支援制度を整備。

朝日大学は、独自の各種奨学支援制度を整備し、学生生

活や生涯研修を万全な体制でサポートしています。

支援制度の詳細については、ホームページ、入試ガイド、学

生募集要項などでご確認願います。

法学部・経営学部

※学業奨励奨学金制度

※スポーツ奨励奨学金制度

※修学支援奨学金制度

※北海道

資格取得支援奨学金制度

国際交流支援制度

※奨学融資制度

※学資借入支援奨学金制度

※診療費補助制度

※印については、2017年4月開設予
定の保健医療学部健康スポーツ科学

科(設置認可申請中)でも適用を予定。

03 
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HOT TOPICS 

名桜大学(沖縄県)と包括協定を締結
朝日大学と名桜大学(沖縄県名護市)との「学術交流及び連携

に関する包括協定」調印式が、名桜大学において両大学関係者

が出席し行われました。

名桜大学と朝日大学の学術交流及び
連携に関する包括協定調印式

山里学長(右)と大友学長が協定書に調印

この協定の締結は、昨年末に開催したiSD.FD研修会」におい

て講師を務めていただいた同大学の山里勝己学長との大学問交

流に関する意見交換の席で、沖縄県出身者が多数在籍する本学

から同大学との相互交流を提案し、実現したものです。

調印式で大友克之学長は、「相互の教育研究資源を生かし、交

流を通じ逮携を発展させたい」と、山里学長は「教育と研究の両面

で活発な交流を期待したい」と語られました。

White Coat Ceremony 2016 

|歯学部登院式を実施

歯学部5年生の登院式(白衣授与式)が、学生の父母も参加し

穂積キャンパス6号館大講義室で盛大に行われました。この登院

式は、5年生が本学附属病院で参加型臨床実習を始めるにあたり、

本格的な実習教育への第一歩を踏み出す節目として毎年この時

期に実施されています。

登院式では、はじめに全員で学歌を斉唱。磯崎篤則歯学部長

からの告辞に引き続き、大友克之学長、都尾元宣附属病院長らが

代表学生に白衣を授与、学生たちは登院式を迎え歯科医師を志

す気持ちを新たにしていました。

|医療人としての決意表明

その後、学生代表の中井美希さんから「医療人としての自覚を

持ち、真撃に実習に取り組みます」との決意があり、大友学長、都

尾病院長から学生に対して激励の言葉が述べられ登院式を終了

しました。

登院式を終え毘念撮影

つ い揃
4シlf~t.， ~ 

瑞宝中綬章を受章
平成28年春の叙勲において、井田和徳

氏(名誉教授)が「瑞宝中綬章」を受章さ

れました。

このたびの受章は、長年にわたる本学

朝日大学などでの「教育研究功労Jによる
ものです。 井田和徳名誉教授

大垣桜高校と高大連携
岐阜県立大垣桜高等学校と経営学部ビジネス企画学科が連

携し、スーパー・プロフエツショナjレ・ハイスクール(SPH)推進授業を

実施することとなりました。

今回の連携は、文部科学省スーパー・プロフェッショナル・ハイス

クーJレの指定を受け、高度な調理知識・技術と豊かな感性を身に

付けたグローバルクリエーターの人材育成を目指す同校と、商品開

発の教育研究に取り組む本学とが高大連携を行うことで実現した

ものです。

今後、地域食材(岐阜県産)の米粉、伝統野菜、鮎を生かした

食の提案と商品開発について研究が進められ、商品化が実現さ

れることとなります。

包括支援歯科医療センターを開設
穂積キャンパス内の附属病院に「朝日大学歯学部包括支援歯

科医療センター」が開設されました。

圃

宮田淳理事長(右)と都尾元宣附属病院長

(開鼓された包括支彊歯科医療セン亨一前にて)

本センターは、歯科医療の支援を通し患者様の生活の質の向

上及び地域における医療人の育成を行うことを目的に設置したも

ので、地域歯科医療支援、口腔ケア、訪問歯科など社会貢献事業

を展開していくこととなります。



看護教育で国際連携
保健医療学部看護学科とテキサス大学サンアントニオ校ヘルス

サイエンスセンター看護学部との「学術交流に関する覚書」締結

式が、穂積キャンパスにおいて行われました。

これまで本学では、「国際未来社会で活躍する人材を育成す

る」という建学の精神に基づき、本学歯学部が同大学歯学部と

1995年に交流を開始、20年以上にわたり学生短期海外相互派

遣事業を継続してきました。

今回、革新的な教育・優れた研究や心のこもったケアを通し地元

テキサスやアメリカ全土、そして世界へその成果を還元し看護教育

の最先端をいく同大学看護学部と本学保健医療学部看護学科と

が学術交流を行うことで、グローバル化が進む社会に貢献できる人

材を育成していくことが重要であるとの認識で一致したことから「学

術交流に関する覚書」が締結されるとととなりました。

::~……n.・UT HEALTH 
SCIENCE CENTER' 

左からO'Neal劃看護学部長、大友学長、Br凶in看護学部長、
宮田理事長、藤本学部長、漬畑章子教務学生委員長

調印式では、本年3月まで全米看護大学協会会長を務めたEileen

Breslin看護学部長、宮田淳理事長、大友克之学長、藤本次良保健

医療学部長が覚書に署名し締結が成立。その後、学生の交流事業

について具体的な話し合いが行われました。

FD.SD教員研修会が開催される
FD活動推進委員会主催によるiFD'SD研修会」が、教職員な
ど200名が参加し穂積キャンパス5号館講義室で開催されました。

す

塩見みず枝大学掻興課長が講師を務める

本研修会は、授業方法等の改善と向上を通じて「魅力ある授

業Jを学生に提供することを目的に毎年開催されており、今回の研

修会では、文部科学省高等教育局大学振興課長(現:高等教育

企画課長)の塩見みず枝氏を講師にお招きし、「大学教育の質的

転換と教員養成への期待Jと題した講演をいただき、参加者たちは

大学の進むべき方向について熱心に学びました。

ASAHI University News Letter 

STUDY 

園立勤益科技大挙と学術交流
朝日大学と園立勤益科技大拳(台湾)とが「学術交流に関す

る覚書Jを締結しました。

覚書に仁hao学長(左)と大友学長が署名

1971年台中市に設立され学生数11，547名を擁する園立勤益

科技大撃は、工程学院、管理学院、電子学院、人文教育学院及

び一般教育学院の5つの学院から構成され、海外15カ国91の大

学と友好交流協定を結び相互交流に積極的に取り組む大学で、

「社会の需要を満たす英才の育成」を目指しています。

同大学で行われた覚書締結式では、Min-ShiumChao学長

と大友克之学長が覚書に署名。その後、覚書にうたわれた相互

交流や学術活動の為の教員訪問、調査・研究のための大学院と

学部学生の相互交流、大学院や学部レベルでの学生のための

共同学位プログラム、共同研究活動、共同産学協力プログラムな

どの推進について協議が行われました。

アラバマ大学と文化学術交流協定
歯学部とアラパマ大学パーミングハム校歯学部との「文化学

術交流協定J調印式が、穂積キャンパスにおいて行われました。

今回の協定締結は、本年2月に宮田淳理事長が同大学を訪

問、1999年から学生短期海外相互派遣や教員の長期派遣を

継続している両大学のさらなる交流の推進や、国際的な教育・

研究活動の発展のための協議を行ったことを受け実現したも

のです。

ua 
THE UNIVERSITY OF 
ALABAMA AT創 RMINGHAM
刷....句e向 t制酬".吻・_，同州

調印式でアラI~マ大学MichaelReddy歯学部長(中刻が挨拶

本学歯学部は、今後、アラパマ大学パーミングハム校歯学部

との歯科医学分野の教育・研究に関する交流を積極的に推進

すると共に、これまでの交流を礎に、学術研究や学生・教員の交

流など様々な相互協力を継続していくこととなります。
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CAMPUS LIFE 

「めぐる」が内閣府特命担当大臣表彰
法学部の防犯ボランティア団体「めぐる」が、地域社会でのボラ

ンティア活動が評価され「平成27年度子どもと家族・若者応援団

表彰」の「子ども・若者育成支援部門」で、内閣府特命担当大臣

表彰を受賞しました。

また、「こぞって投票にいこまいプロジェクト」が、「平成27年度明

るい選挙推進優良活動表彰式」において名誉ある「優良活動賞J
を受賞すると共に、「第四国岐阜県県議会議員選挙岐阜県選挙

管理委員会表彰」を受けました。

瑞穂市と看護学生臨地実習で連携
「瑞穂市と朝日大学との連携に関する協定(2013年12月締結)J

に掲げる人材育成の連携に基づき、保健医療学部看護学科学生

の臨地実習において、岡市の保育所、小・中学校を実習施設とし

て協力願うことで、「瑞穂市と朝日大学との看護学生臨地実習に関

する覚書」を締結しました。

締結式では、棚橋敏明市長からご挨拶をいただき、岡市や本学

関係者の立会いのもと、棚橋市長と森下伊三男副学長が覚書を

交わしました。

今後も、地域社会の発展や地域貢献に寄与できる人材を育成す

るととで、本学と瑞穂市との連携や協力体制が深まるとととなります。

代表の高味昌弘さん(法学的が内閣府特命担当大臣表彰を受領

法学部と経営学部l年生の必修科目「建学の精神と社会生活J
の授業が行われ、第l回目の講義で大野正博法学部教授が講師

となり「主権者教育 -18歳からの選挙権一」をテーマに講義。選挙

年齢を18歳以上にヲlき下げる公職選挙法の改正を受けた「主権

者意識」について学生は大いに理解を深めました。

大野教授は、118歳選挙権」が適用される夏の参議院選挙を前

に、岐阜県内の高等学校の教職員を対象とした主権者教育研修

会で、生徒指導にあたる際の注意点などを解説。また、生徒対象の

授業では、「政治を自分のこととしてとらえ、選挙で意思表示するこ

とが大切」と語りかけました。

「主権者教育Jへの取り組み
出席者全員で記念撮影

虫歯予防のポスター展

I r歯と口の健康週間」イベント開催
歯学部附属病院及び附属村上記念病院では、「歯と口の健康

週間(6月4日-10日)Jに合わせ、歯と口の健康を呼びかける活動

を実施しています。

穂積キャンパス内の附属病院では、瑞穂市内の小学校7校から

ポスターを募集し、恒例となっている「歯と口の健康を呼びかけるポ

スター展」を開催しました。

法学部OB(2014年3月卒)で、岐阜県消防職員初任教育課程

修了時に「消防学校優秀賞」を受賞された野村政志氏を招いての

特別講義が、穂積キャンパスで開講されました。

消防士は毎日過酷なトレーニングを積み、24時間勤務と非番を繰り

返すという勤務体制の中で生きがいをもって職務にあたっていること、

火災現場に突入する際の防火服と酸素ボンベはとても重く、一般人

ではとても満足に走ることさえできないことなど消防士の実像を解説す

る野村氏は、「市民の方々から頼りにされる消防職員を目指し、トレー

ニングに励み、消防・救助活動に必要な知識習得に努め、日々誇りを

もって消防士の仕事をしています」とも語られました。

消防士、警察官など、生命活動や生活環境に関わる職業は、人

工知能が今後発達しても世の中で必要とされて残る職業と言われ

ていますが、自分の身体や技能をフルに活用して市民の生命・財

産を守ることが、大きな達成感とやりがいにつながるのだと学生たち

は感じ取ったようです。

野村氏の講義を通じ、先輩から後輩へと創立者の「建学の精

神」が脈々と受け継がれていることが肌で感じられる特別講義とな

りました。

現役消防士による特別講義

|虫歯予防のメッセージ

小学生の描いたポスター

には、口を大きく開け健康的

な歯がそろった絵や、「毎日

歯をみがこう」と虫歯予防な 小学生のポスターはどれも力作ぞろい

どを呼び、かけるメッセージが添えられた絵など、カラフルな色彩に児

童の感性豊かな表現方法がちりばめられていました。
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めざせ束京オリンピック

強化指定チーム決定!! 
岐阜県清流の国推進部から、体育会の8競技団体が12016

年度強化指定クラプJとして認定されました。
2005年度から始まった強化指定制度は、ぎふ清流国体でみ

ごと実を結び「天皇杯・皇后杯」の獲得に寄与しました。県では、

2020年東京オリンピックや国民体育大会に向け選手強化をめざ

すと共に、日本代表として世界で戦うアスリートを輩出するため、

強化指定制度が継続実施されています。

|強化指定クラブ

ホッケー郁

自転車銭技郁

ハンドポール節

卓E輔自

ラグビー節

ア工ンシング郁

相携郁

成年男子

成年男子

成年男子

成年男子 ・女子

成年男子

成年男子・女子

成年男子

ボウリングチーム{ブルーフラッシュ} 成年男子・女子

自転車競技

全日本選手権を制す!
体育会自転車競技部は、トッ

プレベルのプロ・アマが集う圏内

最高峰レ}ス「第85回全日本選

手権大会J(静岡県日本CSC)
に出場。1kmT‘Tで小原佑太選

手(ビジネス企画3年)が大会新

記録を樹立し、優勝に輝きました。 全日本選手権:1kmπ大会新ac録で優勝

|西日本選手権では優勝ラッシユ

「第36回西日本学生選手権大会J(大阪府岸和田競輪場)では、

男女10種目で争われ、スプリント、1kmTT、ケイリン、4kmIP、スクラッ

チレース、ポイントレースの計6種目で優勝をはたすと共に、合計で

29の入賞数を数え大いに大会を盛り上げました。

剣道

東海学生を男女制する
名古屋市の邦和スポーツランドで開催された「第63回(男子)・第48

回(女子)東海学生剣道選手権」において、本学体育会剣道部の高倉

優作選手(法3年)と今村舞選手(法4年)が、抜群の体力と圧倒的な

気迫で勝ち進み、東海学生(個人)のチャンピオンに輝きました。

この大会の結果により、2名のチャンピオンを含め剣道部から8名

の剣士が全国大会への出場権を獲得しました。

ASAHI University News Letter 

SPORTS 

テニス

国際大会の運営に参画

圏内有数の国際大会として位置づけられ、今回で20回目となる

「カンガルーカップ国際女子オープンテニス2016Jが長良川テニス

プラザ(岐阜市)で開催されました。

今大会では、体育会と歯学部の硬式庭球部部員らがスタッフと

して大会運営に参画。ポーラーとしての活躍は国際テニス連盟か

らIExcellentJの最高評価を受け、質の高い国際大会運営の一

助となりました。

ポーラーとして活躍した硬式庭球部部員たち

フェンシンク、

王座決定戦で好成績
体育会フェンシング部は「第66回全日本学生フェンシング王座決定

戦」で、女子サーブJレ3位、男子サーブJレ4位の好成績を収めました。

ホッケ一

関西学生で準優勝
体育会ホッケ一部は12016関西学生春季リ}グ」において、立命

館大学に次ぐ準優勝の好成績を収めました。

柔道

東海学生団体で優勝

愛知県武道館で開催された「第23回東海学生女子柔道優勝

大会」に出場した体育会柔道部(女子)が、「先鋒・次鋒・中堅・副

将・大将Jで戦う団体5人制決勝戦で、同朋大学を果敢に攻め、み
ごと勝利し東海学生柔道の頂点に立ちました。

学長へ優勝を報告
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ASAHI University News Letter 

NEWS 

2015年度学校法人朝日大学事業報告及び決算が5月26日(木)開催の理事会と評議

員会において全会一致で承認されました。

2015年度事業報告及ぴ決算は以下のとおりです。

事業報告

1優秀な学生の受入れ
広く優秀な学生の受入れを図るため、本学のアドミッションポリシ}を社会に強く発信し、

受験生や保護者に各学部・学科の受入方針を明確にするとともに、本学の教育・研究活

動の質の向上への取組みや魅力を効果的な広報活動等を通じてアピールしてまいりま

した。これらを実践することにより朝日大学ブランドの向上に努め、優秀な学生の受入れ

を図りました。

2教育 ・研究活動の質の向上

旧来の知識伝途型授業ではなく、教員と学生が意思疎通を図りつつ、学生が主体的に

問題解決に取り組むアクティブラーニングを積極的に推進し、学生の主体的な学修に要

する総学修時間の確保、コミュニケーションを取り入れた授業方法の工夫などきめ細か

い改革を行ってまいりました。

また、教職貝の資質向ょを図るため、学会や各種研修会への積極的な参加をはじめ、

他大学や教育機関などから優秀な講師を招き研績に努めるなど、FD及ぴSD活動を強

力に推進しました。

3学生支援対策

勉学に励む学生への学業奨励及びスポーツでの活躍を志す学生へのスポーツ奨励等

奨学金による経済的支援、スクールパスの遂行や附属病院における診療費補助等の

制度による生活支援、留学生への住居支援及び就職支援の強化を継続するとともに、

学生相談窓口に専任のス夕、ノフを配置するなど、物心両面で学生支援に努めました。

就職支援では、企業説明会の開催、協力企業を対象とした「講演と懇親の会」ゃ「就職

セミナー」の開催、就職対策講座の笑施、倒人商談の実施など学生に対する就職指導

を継続し実施してきた結果、2015年度も高い就織率(98.2%)を維持することができました。

4国際化ビジョンに基づく国際化の推進

歯学部では、米国、メキシコ、中園、イタリア、フィンランドの5カ国B大学との聞で、学生の

短期海外研修派遣による相互交流を実施いたしました。2015年度は、新たに米国タフツ

大学、南アフリカウエスタンケープ大学との逮携を進めました。法学部、経営学部におい

ては、UCLAでの語学研修、ベトナム・ホ}チミン市での短期海外研修を笑施しました。
保健医療学部看護学科では、2015年度からアメリカ・コロラド州での短期海外研修を実

施し、20名の学生が参加しました。各学部で実施される海外研修を通じて、国際未来社

会で活躍し得る学生の育成に努めてまいります。

5 t也媛社会、ステークホルダー等への貫献及び連携

瑞種市をはじめ岐阜市や美濃加茂市等の近隣地域における公開講座の開催や、学内

に設置している市民相談室なと守を通じて、地域住民へ、本学の有する「知」の提供を行っ

てまいりました。また、高校への出張講座、英語教育の推進を図るための英語弁論大会の

開催や、岐阜県弁護士会との協力の下、法教育に関するシンポジウムや地元中学生を対

象としたジュニアロースクールなど、地域社会との緊密な連携を図ってまいりました。

附属病院、PDI岐阜歯科診療所及び附属村上記念病院は、学生の臨床力の修得、医

の倫理などを学ばせる教育病院としての役割を果たすとともに、地域の医療拠点として、

高度で先進的な医療の提供により地域住民の方々の健康の維持・増進に努めてまいり

ました。

6生涯教育の強化

本学の歯科医師生涯研修事業は明海大学と共同し、臨床歯科医学向上のための社

会貢献活動としてスタートいたしました。そして両大学の姉妹校であるカリフォルニア大

学ロサンゼルス校(UCLA)歯学部生涯研修とのジョイントプログラムを推進し、我が国唯
一の生涯研修活動として名実ともに発展してまいりました。

この生涯研修では、国民の健康寿命の必要性が著しく増大した今日、国民の健康増進

の総合的な推進を図るため、様々な歯科口腔領域に関わることのできる医療人として、

生涯にわたり高い専門性を保ちつつ総合医として患者の信頼を得るような高度な総合

歯科医師養成に貢献してまいります。

7施設・設備の充実

2015年度は講義室を中心とした整備工事のほか、教育研究機器の更新等も順次進

め、教育研究環境整備を図ってまいりました。5号館513講義室は座席聞のゆとりを確保

する等リニューアル工事を実施いたしました。6号館6201講義室は公開講座等のイベン

ト開催に対応できるよう放送設備及びステージ等の改修を行いました。また、図書館はグ

ループ実習でプレゼンテーションが実践できるよう環境整備を図りました。歯学部におい

ては、基礎系第3実習室で実習教育用のアクティブラーニングシステムを整備しました。

8法人運営の基盤強化

本学では、本業の教育活動収入である学納金、医療収入の安定的かつ着実な確保を

目指していますが、これに加え、教育活動を補助する事業として資産運用及び収益事業

を行い、これで得た収益を一般会計に繰り入れ、教育・研究及び医療のさらなる充実を

図っています。特に資産運用については、長期的視点に立ち、「安全かつ確実」を基本

として運用を行った結果、2015年度も目標を大きく上回る収益を確保することができまし

た。今後も安定的かつ強聞な財務基盤の確立を目指してまいります。

第45期決算報告書(2015年度)

賞金収支計算書 単位・円

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入 l 

補助金収入

資産売却収入

付随事業・収益事業収入

医癒収入

受取利息.fc!当金収入

雑収入

前受金収入

その他の収入

資金収入飼墜勘定

事業活動収支計算書

6，327，122，533 

2，103.522，906 

4，223.599，627 

594，848，029 

468，898，479 

単位:円

事業活動収入の包 | 事業活動支出の郁

学生生徒等納付金 4，329，323，380 1人件費 7，926，344，279 

手数料 52，766，260 1教育研究経費 7，239川3，010

i125jJ2JJ;;;;2711jiffjill-12:: | 昨:Iifi刊日 ~22.991 ，609 1 日 1り

|付随事業収入 60，841，郎41管理経費 607，781，041 

|医療収入 9，734，779，513 1徴収不能額等 14，104，860 

雑収入 177，似0.685lIi官三商品源調財E・・ 15，787，413， 190 
旋回沼崎圃圃 15胤 764，9131 一一一一一一一一一一一「

教育活動収支差額 6.580β48，277 1-???|… 受取利息.~~~ 5.28η7スM加，6創6引16，542刈|事業活動支出の部 0 

その他の教育活動州且入 5丸3，0似42.712匪古品r九.'f:寵是針』日崩沼E司岨.. 耐討置圃 0 

匪酎3北t主調踊7澗厄凪盟机順蜘_ 5，34純0，6印59旦叩m捌ヱ沼別2お541 一一一一一一一一一一一一-十
← 

教育活動外収支差額 5，340，659，254 

経常収支差額 4，760，010，977 

一一ー 一 事業活動支出の部

基本金組入額合計

当年度収支差額

前年度繰越収支差額

翌年度繰越収支差額

6. 136，910，198 

4，623，100，779 

ム7，091，756，325

ム2，468，655，546

6. 309，615，203 

6. 2.778，270，749 

貸借対照表 2016年3月31日単位円

l 貧庖iO)il I 負債の事

固定資産 い51，753，229，903|固定負債 4刀1，747，285

有形固定資産 26，009.577.070 1澗負債 1刷 .894.102

土地 11，433，8九271I目白蜜翠盟 I 5，95仰 1，387
建物 9.233，969，750 1 欄産の部

図書 3，212，847，975 1基本金 156，946，694，920 

その他有形固定資産 2，128，883β741 第1号基本金 44，839，194，920 

特定資産 115，379，247，285 1 第2号基本金 15，∞oρ∞，∞o 

箪2号基本金引当特定貰産 15，000，0∞ρ∞| 第3号基本金 96，107，500，0∞ 

釦号基本金引当特定責産 96，107，500，∞01 第4号基本金 1，∞0，000，000 

潤隙明|当特定資産 4，271.747，285 1繰遜収支差額 ム2，778，270，749
守一 一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一ー-

その他の固定資産 10，364，405，548 1 翌年度繰越収支差額ム2，778，270，749

流動資産 且371.835.655恒lOiij霊E盈;n. I 154，168，424，171 
孟Eヨ窃f:ll蕗E 1ω1，125，065，558 I弓司扇詔蔦E覇~寝耳 160，125，065，558

※詳細は、本学webサイト(h抗p:llwww，a日hi'u，ac.jp/inf/fjigyou，html)をご覧ください.


